
                              

                              

                          

 

 

 

 

   

江
戸
時
代
中
期
の
俳
人
、
与
謝
蕪
村
が

摩
耶
山
で
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
句
で
す
。
蕪

村
が
訪
れ
た
こ
ろ
の
摩
耶
山
麓
で
は
、
菜

の
花
の
栽
培
が
盛
ん
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

菜
種
を
搾
っ
た
油
は
灯
り
の
燃
料
と
し
て

利
用
さ
れ
、
搾
油
に
は
六
甲
山
系
の
水
流

を
利
用
し
た
水
車
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。 

当
時
、
灘
の
酒
造
業
や
兵
庫
の
廻
船
業

な
ど
を
営
む
裕
福
な
人
々
が
俳
諧
を
好
み
、

蕪
村
と
交
流
し
、
支
援
し
て
い
ま
し
た
。

蕪
村
は
彼
ら
と
摩
耶
山
天
上
寺
に
た
び
た

び
登
詣
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

春
の
季
語
に
は
「
摩
耶
詣
」
「
摩
耶
参
」

が
あ
り
ま
す
。
明
治
の
終
わ
り
頃
ま
で
、

旧
暦
二
月
の
初
午
の
日
に
、
飼
馬
の
無
病

息
災
を
願
い
、
馬
を
伴
っ
て
天
上
寺
に
参

詣
す
る
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
正
岡
子
規

も
摩
耶
参
の
句
を
詠
ん
で
い
ま
す
。 

  

季
語
と
し
て
、
ま
た
俳
人
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
、
俳
句
を
愛
す
る
人
た
ち
に
親
し

ま
れ
る
摩
耶
山
。
ハ
イ
キ
ン
グ
の
折
に
は
、

俳
句
に
も
思
い
を
寄
せ
て
一
句
詠
ん
で
み

る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 
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摩
耶
山
と
俳
句 

ま
や
も
う
で 

ま
や
ま
い
り 

は
つ
う
ま 

「摩耶詣祭～摩耶山の春山開き～」摩耶山観光文化協会主催 

摩耶詣の風習は長らく途絶えていましたが平成5年に復活し、現在では摩耶山観光文化協会の事業として3月下旬に行われています 

写真：摩耶山観光文化協会事務局提供 

あ
か 

か
い
ば 

な
の
は
な
や
魔
爺
を
下
れ
ば
日
の
く
る
ゝ 

（
摩
耶
） 

参
考
：
『
摩
耶
山
天
上
寺
』
『
神
戸
史
談
』
二
一

〇
号
・
二
三
六
号 

ほ
か 

馬
の
子
や
親
に
つ
れ
だ
つ
摩
耶
参 

と
け
い 

さ
く
ゆ 



―― 新しく入った本 ―― 
こ
う
べ
文
学
逍
遥 

花
と
川
を
め
ぐ
る
風

景 
野
元
正
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
） 著

者
は
、
造
園
学
と
環
境
デ
ザ
イ
ン

を
専
門
と
す
る
神
戸
市
職
員
と
し
て
、

須
磨
離
宮
公
園
や
布
引
ハ
ー
ブ
園
な
ど
、

多
く
の
公
園
を
手
が
け
た
。 

一
方
で
文
筆
家
と
し
て
も
活
躍
し
て

お
り
、
本
作
は
著
者
な
ら
で
は
の
視
点

で
、
神
戸
を
舞
台
に
し
た
文
学
作
品
に

描
か
れ
た
「
花
風
景
」
と
「
川
風
景
」

を
紹
介
す
る
。
例
え
ば
谷
崎
潤
一
郎
の

『
細
雪
』
は
八
重
紅
枝
垂
れ
桜
に
、
芦

屋
川
や
住
吉
川
、
野
坂
昭
如
の
『
火
垂

る
の
墓
』
は
石
屋
川
の
松
、
『
源
氏
物

語
』
は
櫨
谷
川
。
四
〇
以
上
の
作
品
を
、

充
実
の
写
真
や
コ
ラ
ム
と
共
に
取
り
上

げ
て
お
り
、
読
者
に
新
た
な
読
み
方
の

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。 

 

          

平
尾
誠
二 

ラ
グ
ビ
ー
を
愛
し
、
ラ
グ

ビ
ー
に
愛
さ
れ
た
男 

岡
村
啓
嗣
（
神
戸

新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

神
戸
製
鋼
ラ
グ
ビ
ー
部
を
日
本
選
手

権
七
連
覇
へ
と
導
い
た
平
尾
誠
二
の
写

真
集
。
著
者
の
岡
村
啓
嗣
は
三
五
年
間

に
わ
た
り
平
尾
を
撮
り
続
け
た
カ
メ
ラ

マ
ン
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
ご
と
に
写
真

を
ま
と
め
、
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
の
よ

う
な
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
試
合

に
臨
む
ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
姿
の
ほ
か
、
気

取
り
の
な
い
笑
顔
や
普
段
着
姿
の
写
真

も
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
枠
を
超
え
た
交

友
関
係
、
人
柄
を
写
し
出
し
て
い
る
。 

 

兵
庫
県
史
～
こ
の
五
十
年
の
歩
み 

兵
庫

県
１
５
０
周
年
記
念 

第
一
巻
・
第
二
巻 

兵
庫
県
史
編
纂
委
員
会
編
（
兵
庫
県
） 

『
兵
庫
県
百
年
史
』
に
続
く
県
史
の

刊
行
が
始
ま
っ
た
。
百
年
史
以
降
の
五

〇
年
に
わ
た
る
県
の
歩
み
を
た
ど
る
。 

第
一
巻
は
、
高
度
経
済
成
長
と
そ
の

終
焉
期
を
迎
え
た
昭
和
四
十
二
年
か
ら

五
十
四
年
ま
で
を
、
第
二
巻
は
行
財
政

改
革
に
始
ま
り
貿
易
摩
擦
、
バ
ブ
ル
経

済
と
そ
の
崩
壊
に
揺
れ
、
経
済
優
先
か

ら
生
活
文
化
重
視
へ
移
行
し
た
昭
和
五

十
五
年
か
ら
平
成
六
年
ま
で
を
収
め
る
。

政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
教
育
の

五
つ
の
分
野
か
ら
県
勢
を
考
察
す
る
。 

タ
イ
ガ
ー
ス
詩
集 

松
尾
正
信
詩
集
一 

松
尾
正
信
著 

塩
尻
親
雄
編
（
ぼ
っ
と
舎
） 

 
 

松
尾
正
信
は
東
灘
区
御
影
出
身
の
詩

人
。
神
戸
高
校
時
代
は
野
球
部
で
、
の

ち
に
文
芸
部
に
転
じ
た
。
隣
の
新
聞
部

に
は
村
上
春
樹
が
居
て
親
交
が
あ
っ
た

と
い
う
。
本
書
は
、
二
〇
二
一
年
に
亡

く
な
っ
た
著
者
を
偲
ん
で
出
版
さ
れ
た

三
冊
組
の
詩
集
の
う
ち
の
一
冊
。
「
も

の
ご
こ
ろ
つ
い
た
時
か
ら
タ
イ
ガ
ー
ス

に
夢
中
」
と
語
り
、
別
当
、
藤
村
な
ど

戦
後
活
躍
し
た
選
手
か
ら
、
鳥
谷
、
金

本
な
ど
近
年
の
選
手
の
話
題
を
交
え
タ

イ
ガ
ー
ス
へ
の
愛
着
を
詩
に
こ
め
た
。 

 

小
泉
八
雲
と
妖
怪 

小
泉
凡
（
玉
川
大
学

出
版
部
） 

小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー

ン
）
の
曽
孫
に
あ
た
る
著
者
が
、
八
雲

の
気
持
ち
に
な
っ
て
一
人
称
で
語
る
伝

記
で
あ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
怪
談
や

妖
精
物
語
を
聞
い
て
育
っ
た
八
雲
は
霊

的
な
世
界
に
関
心
を
持
つ
。
特
に
古
事

記
に
心
魅
か
れ
出
雲
地
方
を
訪
れ
る
。

そ
こ
で
、
妖
怪
さ
え
も
時
に
神
様
の
仲

間
入
り
を
す
る
日
本
人
の
考
え
方
に
、

優
し
さ
と
広
い
心
を
感
じ
て
、
そ
の
魅

力
を
世
界
の
人
々
に
伝
え
よ
う
と
し
た
。

紹
介
さ
れ
て
い
る
妖
怪
話
や
民
話
も
興

味
深
い
。 

聖
徳
太
子
と
播
磨 

播
磨
学
研
究
所
編

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

本
書
は
、
二
〇
二
二
年
に
行
わ
れ
た

播
磨
学
研
究
所
主
催
の
特
別
講
座
を
も

と
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
播
磨
に
お
け

る
聖
徳
太
子
信
仰
に
つ
い
て
、
太
子
町

斑
鳩
寺
と
加
古
川
市
鶴
林
寺
を
中
心
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
神
戸
に
お
い
て

は
有
馬
温
泉
の
善
福
寺
や
西
区
太
山
寺

に
あ
る
太
子
像
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

聖
徳
太
子
信
仰
と
は
、
聖
徳
太
子
を

聖
人
と
し
て
敬
い
、
神
仏
に
も
等
し
い

存
在
と
し
て
崇
拝
す
る
信
仰
の
こ
と
で

あ
る
。
聖
徳
太
子
の
イ
メ
ー
ジ
と
史
料

の
比
較
や
、
彫
像
、
絵
伝
、
法
要
と

い
っ
た
様
々
な
視
点
か
ら
、
聖
徳
太
子

信
仰
と
播
磨
の
結
び
つ
き
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。 

 

 

          
 

は
せ
た
に 



―― 新しく入った本 ―― 
人
間
対
コ
ロ
ナ 

神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

中
央
市
民
病
院
の
３
年 

神
戸
新
聞
社
論

説
委
員
室
編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
） 「

断
ら
な
い
救
急
医
療
」
を
掲
げ
る

中
央
市
民
病
院
は
、
患
者
受
け
入
れ
率

の
高
さ
と
高
度
医
療
を
担
う
総
合
病
院

と
し
て
神
戸
市
民
に
信
頼
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
二
〇
二
〇
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
猛
威
を
ふ
る
っ
た
。
罹
患
者

の
治
療
と
感
染
防
止
の
ジ
レ
ン
マ
の
下
、

リ
ス
ク
を
抑
え
て
患
者
に
寄
り
添
お
う

と
す
る
看
護
師
、
治
療
法
を
模
索
す
る

医
師
や
理
学
療
法
士
、
連
携
し
て
病
床

確
保
を
図
る
各
所
属
の
担
当
者
な
ど
、

立
場
の
異
な
る
医
療
従
事
者
た
ち
が
院

内
感
染
を
乗
り
越
え
、
未
曽
有
の
事
態

と
戦
う
。
患
者
を
救
う
と
い
う
信
念
が

胸
を
打
つ
。 

 

          

中
井
久
夫 

人
と
仕
事 

最
相
葉
月
（
み

す
ず
書
房
） 

精
神
科
医
の
中
井
久
夫
は
、
統
合
失

調
症
や
心
的
外
傷
の
研
究
で
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
『
中
井
久
夫
集
』
（
全
一

一
巻
。
み
す
ず
書
房
）
の
「
解
説
」
を

改
稿
し
て
出
版
さ
れ
た
本
書
は
、
中
井

の
生
涯
に
わ
た
る
業
績
を
ま
と
め
て
お

り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
災
直
後

か
ら
被
災
者
の
心
的
外
傷
に
現
場
で
向

き
合
い
、
「
心
の
ケ
ア
」
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
も
多
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
を
初

め
と
す
る
海
外
文
学
へ
の
関
心
や
、
幼

少
期
を
過
ご
し
た
伊
丹
市
で
の
暮
ら
し

な
ど
、
専
門
分
野
以
外
の
記
述
も
多
く
、

書
名
が
示
す
通
り
中
井
の
「
人
」
と

「
仕
事
」
が
よ
く
分
か
る
一
冊
で
あ
る
。 

 

＝
そ
の
他
の
新
刊
＝ 

 

精
力
善
用
・
自
他
共
栄 

灘
校
の
原
点
・

嘉
納
治
五
郎
の
理
念 

和
田
孫
博
（
神
戸

新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

風
の
調
べ 

空
想
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
世

界 

戸
田
勝
久
（The 

Twilight 
Press

） 

    

       

             

        

間人たねは、県内初の幼稚園「間人幼児保育場」を開設した女性です。間人家は 

二ツ茶屋村（現・中央区元町）で、たねの祖父・近直が江戸時代に創設した寺子屋 

を経営しており、寺小屋は父・近正の代に最盛期を迎え200人以上の子どもが学んでいました。たね

も高い教育を受けて育ち、17歳頃からは自宅の寺子屋で師匠として女子に教えていました。 

明治5年（1872）の学制発布により、寺子屋は廃止され、塾舎は神西小学校（後の神戸小学校）の

仮校舎になりますが、新校舎が完成すると再び間人家に返されました。学制の公布以降、子守り役

の年上の子が学校にいるあいだ、学齢に達しない子どもたちが放任されている状況を無視できな

かったたねは、周囲の熱い要望もあり、返却された塾舎を利用して明治19年（1886）に「間人幼児

保育場」を設立しました。自分に保育の知識や技術が不足していると感じた彼女は、すぐに東京の

幼稚園で２週間の実地研修を受け、翌年には大阪の幼稚園に通い最新の保育学を習得します。同年3

月、「間人幼稚園」に改称し、開園から12年後には常に50人ほどの園児をあずかる人気施設になり

ました。間人幼稚園は少人数での個別指導に加えて、保育料は親の負担能力に応じて割引し、不足

分は間人家の私費で賄われるという、たねの教育観に基づく経営をしていました。その福祉的な保

育料の制度のため神戸市から認可がおりませんでしたが、閉園までの30年間、名誉の無認可を貫き

ました。 

神戸  その㉙  
あんな人こんな人 

はしうど 

 

間人 たね   はしうど・たね  

弘化4年(1847) ～ 大正10年(1921) 

* 
 

*たね子ともいう（『福祉の灯』兵庫県社会福祉協議会編・発行 1971 ほか） 
 【参考】『神戸の保育園史』神戸市保育園連盟編・発行 1977、『女たちの群像』島京子編（神戸新聞総合出版セン

ター，1989）ほか 
【写真】『神戸区教育沿革史』神戸小学校開校三十年記念祝典会編・発行 1915 

 

 

ちかなお 

 



 

ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
106 

 

御
影
公
会
堂 

 

 

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）、
武
庫
郡
御
影

町
（
現
・
東
灘
区
）
に
待
望
の
公
会
堂
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
公
会
堂
と
は
、
市
民

が
集
会
行
事
等
を
行
う
た
め
の
公
共
施
設

の
こ
と
で
す
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
自

由
と
民
主
主
義
を
求
め
る
空
気
の
中
で
、

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
の
中
之
島
公
会

堂
（
大
阪
府
）
を
皮
切
り
に
多
く
の
公
会

堂
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
御
影
町
で
も
建
設

の
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
が
、
予
算
の
都

合
上
見
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
、

灘
の
酒
で
知
ら
れ
る
白
鶴
酒
造
の
七
代

目
・
嘉
納
治
兵
衛
が
二
〇
万
円
を
寄
付
し
、

公
会
堂
の
建
設
が
実
現
し
ま
す
。
現
在
も

一
階
に
、
顕
彰
の
た
め
嘉
納
治
兵
衛
の
胸

像
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

設
計
は
、
御
影
町
役
場
、
神
戸
市
立
生

糸
検
査
所
（
現
・
デ
ザ
イ
ン
・
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
神
戸
）
な
ど
を
手
掛
け

た
清
水
栄
二
が
担
当
し
ま
し
た
。
清
水
は

神
戸
市
役
所
で
初
代
営
繕
課
長
を
勤
め
、

建
物
の
耐
震
構
造
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

ま
し
た
。
昭
和
元
年
に
退
職
し
て
建
築
事

務
所
を
六
甲
に
開
設
し
、
多
く
の
公
共
建

築
を
手
掛
け
ま
し
た
。
公
会
堂
の
外
観
は

船
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

丸
く
カ
ー
ブ
し
た
南
西
の
コ
ー
ナ
ー
窓
と

上
部
の
円
形
の
塔
屋
が
目
を
引
き
ま
す
。

地
上
三
階
、
地
下
一
階
建
て
で
、
大
ホ
ー

ル
の
ほ
か
和
洋
貸
室
や
浴
場
、
地
下
食
堂

等
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

            

落
成
式
は
昭
和
八
年
五
月
二
十
五
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
翌
日
の
『
神
戸
又
新
日

報
』
に
は
「
公
会
堂
の
落
成
を
祝
福
す
る

た
め
町
内
各
区
か
ら
山
車
が
八
台
ひ
き
出

さ
れ
町
内
を
練
り
廻
り
お
祭
り
気
分
で
一

日
中
大
賑
ひ
だ
つ
た
」
と
町
民
た
ち
に
歓

迎
さ
れ
る
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
公

会
堂
の
大
ホ
ー
ル
は
映
画
会
や
演
芸
会
場
、

近
隣
の
御
影
第
一
、
第
二
小
学
校
の
学
芸

会
に
、
会
議
室
は
町
民
の
集
会
や
お
稽
古

教
室
に
使
わ
れ
る
な
ど
、
幅
広
く
利
用
さ

れ
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
年
、
米
軍
に
よ
る
大
規
模
な

空
襲
が
あ
り
ま
し
た
。
野
坂
昭
如
の
小
説

「
火
垂
る
の
墓
」
で
は
空
襲
を
受
け
た
御

影
町
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、「
え
ら
い

き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
し
て
も
た
な
あ
、
み
て

み
い
、
あ
れ
公
会
堂
や
、
兄
ち
ゃ
ん
と
雑

炊
食
べ
に
い
っ
た
ろ
」
と
主
人
公
・
清
太

が
妹
の
節
子
に
語
り
掛
け
て
い
ま
す
。
公

会
堂
の
内
部
は
ほ
ぼ
全
焼
し
ま
し
た
が
、

外
壁
と
地
下
は
残
り
、
救
護
所
が
設
営
さ

れ
、
負
傷
し
た
近
隣
住
民
が
運
び
込
ま
れ

ま
し
た
。
昭
和
二
十
五
年
に
御
影
町
が
神

戸
市
へ
編
入
し
た
後
、
復
旧
工
事
が
行
わ

れ
、
昭
和
二
十
八
年
に
東
灘
区
の
公
会
堂

と
し
て
利
用
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
二
年
に
公
会
堂
地
階
に
市
民

総
合
結
婚
式
場
「
扇
光
殿
」
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
料
金
を
安
価
に
設
定
し
、「
簡
素

に
し
て
厳
粛
な
結
婚
式
を
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
若
い
世
代
の
人
気
を
得
ま

し
た
。『
京
阪
神
の
女
性
に
贈
る
結
婚
ガ
イ

ド
』（
昭
和
四
十
四
年
）
で
は
「
花
嫁
の
支

度
か
ら
結
婚
式
・
披
露
宴
も
す
べ
て
地
階

な
の
で
、
広
く
落
ち
つ
い
た
ふ
ん
い
気
」

と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
衣
装
や
着
付
け
の

料
金
は
市
価
の
半
額
程
度
と
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
に
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
の
二

六
年
間
で
、
約
二
万
組
も
の
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。 

平
成
七
年
一
月
十
七
日
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
起
こ
り
ま
す
。
清
水
に
よ
る
耐

震
性
に
優
れ
た
設
計
が
功
を
奏
し
、
御
影

公
会
堂
は
崩
れ
る
こ
と
な
く
、
避
難
所
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
一
階
と

二
階
は
被
災
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々

で
あ
ふ
れ
、
ピ
ー
ク
時
の
避
難
者
数
は
約

四
〇
〇
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
公
会
堂
の
前

で
は
炊
き
出
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く

の
建
物
が
倒
壊
し
た
中
、
変
わ
ら
ず
立
ち

続
け
る
姿
は
、
被
災
者
の
心
を
支
え
ま
し

た
。 平

成
二
十
九
年
に
は
耐
震
改
修
工
事
が

完
了
し
、
地
下
に
御
影
郷
土
資
料
室
と
と

も
に
、
御
影
出
身
で
「
柔
道
の
父
」
と
い

わ
れ
る
嘉
納
治
五
郎
の
記
念
コ
ー
ナ
ー
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
戦
災
、
震
災
を
乗
り

越
え
町
を
見
守
り
続
け
た
御
影
公
会
堂
は
、

現
在
も
市
民
の
集
う
場
と
し
て
大
切
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
み
ず 

え
い
じ 

※
と
う
や 

現在の御影公会堂 

御影公会堂・公会堂寄付者嘉納治兵衛氏 

『御影町誌』（昭和11年・御影町編） 

※
塔
屋
：
建
物
の
屋
上
に
塔
状
に
突
き
出
し
た
部
分 
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